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また、筆者は佐藤 1993a をもとに、佐藤 1993b、佐藤 1994、佐藤 1996a、佐藤 1996b、
佐藤 1997a の論文を発表している。 
 
３ 若者の方言－新方言－ 




































【図 2】は、井上 1998 に示されている東京におけるチガカッタの使用状況である。上の
グラフ（年齢差）から、東京においてチガカッタが若い世代で徐々に使用が伸びているこ
とが見てとれる。下のグラフ（地域差）からは下町といわれる東京の東端で使用率が高い




























































































































































































【図５】は、井上 1998 に示されている図で、1982 年の全国中学校調査において中学生
の保護者から得られた回答（ミタクを聞いたことがある）を日本地図に示したものである。
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【図７】は【図 3】と同様に佐藤
1997bに示したグラフのうちの1枚


























































































































































































【図 11】は、佐藤 1997b に示し








篠木 1999 より 
【図 10】 





ミベー → ミルベー → ミンベー 
       ↓      ↓ 

















































































































の証明でもある。しかし、本論文で使用した筆者の資料は 1981 年調査と 1992 年調査であ
り、過去のデータという印象は否めない。初回調査以降 10年間隔で調査を計画していたが、
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